












学生が受講，残りの 4 コマを看護 7 領域が提供するテーマの
うち，1 テーマを学生が選び受講する教育形式をとっている．






































点であった(表 1)．質問 4 に対する回答の理由は，表 2 のと
おりである． 
 
 
 
 
 
【考察】 
杉森らは，課題学習とは，課題が明示され，教材からの発
見よりは，むしろ教材に対して既知の知識を用いて働きかけ，
その内容を充実させたり，既知の知識を使用させたりするこ
とに重点を置いた授業内容であり，講義や，技術演習だけで
は得られない具体的な体得感を得られやすいと述べている１）．
平成26年度の看護実践論の演習では，課題学習を「高齢介護
者へ退院指導」とし，事例を用いることによって，学生は講
義や高齢者疑似体験より得た知識を用い，事例に対し具体的
に指導のポイントを考えることができ，学生の知識習得意欲
や興味関心を満足させるものであったと考えられる．  
 
【結論】 
地域・在宅看護学領域で行った在宅療養者の胃瘻管理の演
習において，高齢介護者に対する退院指導の実践能力獲得，
及び向上のためには，講義と手技の演習と共に，課題学習と
して事例を設定し，事例に沿った退院指導を検討考察するこ
とが有効であり，これらにより，学生は高齢者介護者に対す
る胃瘻管理の退院移動のポイントを考えることができた． 
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